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           令和８（２０２６）年１月９日 

独立行政法人都市再生機構 東日本都市再生本部 

中 野 区 

東日本旅客鉄道株式会社 首都圏本部  

 

中野駅新北口駅前の工事用仮囲いに、まちづくりイメージの大型イラストを掲示 

～中野駅西改札の新設に向け、 

   独立行政法人都市再生機構・中野区・東日本旅客鉄道株式会社が初の共同作成～ 

独立行政法人都市再生機構（以下「ＵＲ都市機構」）、中野区、東日本旅客鉄道株式会社  

（以下「ＪＲ東日本」）は、ＪＲ中野駅北側において、２０２６年開業予定の西改札や橋上駅

舎建設のほか、駅南北を結ぶ自由通路（南北通路）、歩行者デッキ及び駅前広場などの整備を

連携・協力して進めております。２０２５年１１月には駅前の分散したバス停を仮設バスロ

ータリーに集約し、このたび、南側に面する工事用仮囲いに中野の新たな玄関口となる新北

口駅前の将来像や３者の役割を紹介する大型イラストを作成・掲示しました。 

引き続き３者連携のもと、中野駅周辺の回遊性向上や駅施設のバリアフリー化などを目的

に、新たな駅前空間の整備を進めてまいります。 

 
【大型イラストのお披露目を祝う、左から UR都市機構東日本都市再生本部長 西野健介・中野区

長 酒井直人・ＪＲ東日本東京建設プロジェクトマネジメントオフィス所長 新関信】 

 

■掲示概要 

・掲示開始：２０２５年１２月２４日（水） 

・掲示場所：中野駅新北口駅前広場の工事用 

仮囲い 

・大きさ ：おおよそ高さ３ｍ×長さ５．２ｍ 
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■掲示イラスト 

①新北口駅前の将来像 

「駅からつながるはじまる中野」と題し、多様な人が快適に利用できる駅前空間を表現 

しています。 

 

②３者の主な役割紹介 

○ＵＲ都市機構 

  ・中野駅北側・南側のインフラ・周辺道路整備（ＵＲ都市機構事業） 

  ・歩行者デッキ・駅前広場の整備（中野区より受託） 

○中野区 

  ・「中野駅周辺まちづくりグランドデザイン Ver.３」の実現に向けて中野駅周辺エリ

ア全体の計画策定および事業実施 

  ○ＪＲ東日本 

  ・駅ビル新設（ＪＲ東日本事業） 

・橋上駅舎の整備、中野駅西改札の新設（中野区からの要請） 

・自由通路（南北通路）及び歩行者デッキの整備（中野区より受託） 
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■参考：中野駅周辺で進むまちづくり 

 中野駅周辺では、中野区が策定したグランドデザインに基づき、１００年に１度と言われ

るまちづくりが進行しています。 

 そのうち、３者が整備する内容は以下のとおりです。 

 

工事進捗状況 

【駅北側仮設バスロータリー（ＵＲ施行）２０２５年１１月撮影】 【駅南側デッキ工事（ＵＲ施行）２０２５年１２月撮影】 

 

 

 

 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

ＵＲ都市機構 東日本都市再生本部 総務部（広報担当） ０３－５３２３－０６２５ 
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ＵＲ都市機構の歩みは戦後の住宅不足解消に端を発しています。1955年から様々なステークホル

ダーとともに、時代時代の多様性に即し、安全・安心・快適なまちづくり・くらしづくりを通して、

「人が輝く“まち”」の実現に貢献してまいりました。そしてこれからも、変化する社会課題に挑

戦し続けることで皆さまにお応えし、「人が輝く“まち”」づくりに不可欠な存在でありたいと考え

ております。これまで培ってきた持続可能なまちづくりのノウハウをいかし、都市再生事業・賃貸

住宅事業・災害復興支援・海外展開支援に全力で取り組んでまいります。 

https://www.ur-net.go.jp/ 
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